
投稿者様からのコメント(アイデアの概要説明)

カラスは嗅覚があまり発達していないので、目で餌を探します。

そのためごみ袋の内側全体を新聞紙などで覆ってしまう方法を考えましたが、

中身が分別されているかの判断ができなくなってしまうという意見があったため、

三角コーナーにはいる程度の小さな袋を新聞紙で作って生ごみを捨てるようにしました。

半分に切った新聞紙をふたつに折り、輪っか状にして芯のでないホッチキスでとめると、

ホッチキスで空けた穴で排水することができるため、水切りネットのように使用することができます。

各家庭の三角コーナーの大きさに容易に合わせられ、そのまま捨てることで

生ごみを視覚的に隠すことができるアイデアです。

材料および材料費

新聞紙

芯のでないホッチキス(おおよそ 1,000 円程度)

作成手順

新聞紙を袋状になるように折りたたみ(水に濡れた際、すぐ破れてしまわないようある程度の厚みを持たせる)、

芯の出ないホッチキスで三か所程度穴を空ける。

穴が空いた面が袋の底になるようにして、排水ができるよう形を整える。
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カラスによるごみ散乱対策アイデア

手作り水切りでカラスの目隠し優秀賞 3

守山区在住 匿名希望 様

ホッチキスで

空けた穴
（水切り穴になります）


